
『親子で米作り』終わりました！ 

 「親子で米作り」も早い物で 5月 11日のモミまきから始まり、田植え、合鴨放ち、稲の
成長見学、刈り取り・はさかけと行い、最後の餅つき・鴨なべとなりました。当日は大学

駅伝と重なり、内宮近くは騒がしかったようですが、高麗広は別世界。おだやかな天気に

恵まれ、なべとバーベキューの具材切りから始まりました。指まで具材にしてしまおうと

いう場面もありましたが、餅つきも始まり、つきたてのあんこ、きなこ、おろしを頂きま

した。まだ鴨なべが入る分を残しておかなくちゃと思いながらも、手が動いてしまいまし

た。その後、出来上がった、しょうゆ、みそ味、両方の鴨なべ、鴨バーベキューを、もう

これ以上入らないほどたくさん頂きました。ちなみに娘は、5 杯プラス？？？だったと思
います。とても美味しかったです。鴨サンありがとう。又、今までした事のない体験や高

麗広の自然を味わう事ができ、本当によかったです。自然に生かされている自分をどこか

でお返ししたいと思います。こういう機会を作ってくださり、お世話になった先生方あり

がとうございました。    (Ｍ・Ｗ) 
 

『親子で米作り』すべてを終えて 

小さなモミの１粒、１粒を丁寧にポットに蒔き、芽が出た時のワクワクした気持ち、田

植えの時の足の裏に感じる泥の感触、可愛い鴨を追っかけた田んぼの畦道、サクッ、サク

ッと気持ちよく切れる稲刈り鎌の音、そして野菜たっぷりの鴨なべとつきたてのお餅の美

味しさなど、いっぱい遊んで、いっぱい食べて、高麗広の自然を満喫した半年間でした。 
80羽放した合鴨がフクロウに食べられたり、上手く草を食べる事が出来なかったことな
どで死んでしまったりして、半数位に減ってしまったことを知った時は、「鴨放ち」の時、

たくさんの中から“マイ鴨”と決めて畦道を追っかけ回していた子ども達の姿を思い出し

て、少しばかり心配しましたが、事実を事実として受け止めて、相変わらず鴨を追っかけ

て畦道を駆け回っている子ども達の姿は、大人達の妙な感傷も吹っ飛ばしてくれました。 
その他にも蛙をくわえた蛇やとんぼやおたまじゃくしを追っかけて食べている合鴨、分

蜂した日本ミツバチの様子など、たくさんの生き物の生と死の瞬間を目の当りにしました。 
田植え、稲刈りについで鴨なべ、餅つきも英心学園の生徒さん達との合同です。一緒に

野菜を切り、餅をつき、そして肩ぐるまをしてもらっている子ども達はとても嬉しそうで

した。当初は参加者が少なくてどうしようかと思いましたが、八木学園が体験授業として

取り組んで頂いた事で、子ども達にとってもいい出会いとなりました。 
人もたくさんの生き物の中の 1 つであること、そして、たくさんの生き物の命のおかげ
で自分の命があることを感じた「親子で米作り」でした。  (I) 
 
  




